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研究成果の概要（和文）：アントシアニン色素による色調を評価するため、色素構成や花弁内pHおよびアントシアニン
関連遺伝子の発現解析を行った。ツツジ花弁の色の多様化は、アントシアニジン組成とコピグメント効果に加え、一部
の高いpHの花弁を持つツツジでは青色化の傾向が認められた。花弁の着色制御はフラボノイドの合成能力と配糖化酵素
遺伝子の発現パターンから、アントシアニンの配糖化でなく、液胞への輸送以降に起こっている可能性が示唆された。
またダイコンは複数のアントシアニンの合成経路遺伝子が着色の有無と一致したため、転写因子による着色制御が予想
された。

研究成果の概要（英文）：To evaluate anthocyanin pigmentation, we investigated pigment composition, pH 
value in the petal and anthocyanin synthesis related gene expression. In azalea flower, color variation 
can be explained by anthocyanidin and co-pigment effect of flavonol, and high pH value of petal showed 
bluer color tendency. Anthocyanin pigmentation of azalea petal may be regulated by a later step of 
glycosylation step because white flower can produce flavonol and proanthocyanidin pigment and was 
expressed glycosylation related genes as well as anthocyanin pigmented flower. In Japanese radish, 
several structural genes of anthocyanin pathway is not expressed in white root, suggesting that MYB 
transcriptional factor is related to pigmentation.

研究分野： 植物分子育種学

キーワード： ツツジ　ダイコン　アントシアニン　遺伝子　ｐH
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４．研究成果 
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花弁のフラボノイドのうち、アントシアニン含量

は有色花で発育段階に伴い増加したが、白色花で

ほとんど増加しなかった。フラボノールおよびプ

ロアントシアニン含量は白色および有色花で生育

に伴い減少した。 

グルコースおよびガラクトースの配糖化に関連

する遺伝子（3GT および 3GalT）の発現解析を行う

と、着色の有無に関わらず、3GT は開花直後のみで

発現が認められ、3GalT は花弁の発育に伴い増加し

た。このことから、ツツジのアントシアニン着色

は配糖化以降で制御されている可能性が示唆され

た。 

 

ダイコン：紫系統および赤系統は交配親と同じ

アントシアニン色素を持っており、ソホロシドと

グルコシドの配糖化に加えてアシル化されたシア

ニジンとペラルゴニジンがそれぞれ主要色素であ

った。 

CHS・DFR・ANS・F3’H および MYB 遺伝子を紫系

統から単離出来た。白色の「出雲おろち大根」は

紫系統および赤系統と比較して、すべての遺伝子

発現が認められなかったため、転写因子によるア

ントシアニン合成経路の調節が行われていること

が示唆された。また F3’H 遺伝子の発現の有無が

シアニジンの有無に一致しており、さらに DNA 構

造の変異が水酸化能力を欠損させる可能性が考え

られた。 
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